
おかげさまで、ユースショートステイ事業『おりおりのいえ』は、
開設から１周年を迎えることができました。
「ときどき帰れるまちの家があったらいいな」、そんな思いで始め
た運営は試⾏錯誤の連続です。若者たちと紡いできた１年の軌跡を
関係の皆様と共有しながらユースショートステイの可能性を探る時
間にしたいと思います。ぜひご参加ください。
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本事業は、⼦ども・若者ケアラーの声を届けようプロジェクト（通称：YCARP）が、⽇本財団からのご⽀援をいただき、⼦ども・若者を権利主
体とする包括的な⼦ども・若者ケアラー⽀援モデルの開発（居場所⽀援におけるパイロットスタディ）事業として、京都市ユースサービス協会
へ委託して実施しています。

⽴ち上げ経緯と実際の活動・利⽤
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ユースショートステイの可能性


